
【豪雨災害から命を守る備えを！】 

今年は、例年になく早い梅雨入りとなり、梅雨の長期化も予想さ

れています。 長雨で緩んだ地盤に集中豪雨が加われば、山崩れな

どの斜面崩落による土砂災害や浸水、河川が氾濫する危険が高まり、

厳重な警戒が必要となります。 

土砂崩れや河川の氾濫は、畑野町が 18 年 7 月の西日本豪雨で経

験したように、まさかと思う場所で起きることもあります。「自分

のところは大丈夫」との思い込みをなくし、防災・減災の意識を高

めて、命を守る備えをしておくようにしましょう。 

今年の降雨期からは、線状降水帯が発生し、災害発生の危険性が

高まったときなどに、厳重な警戒や身の安全の確保を呼びかける 

新たな「顕著な大雨に関する情報」が、気象庁から出されることと

なりました。 また、市町村が発令していた「避難勧告と避難指示」

が見直されて、「避難指示」に一本化されて発令されます。 

 各戸に配布していますハザードマップで、今一度 自宅周りの危険

箇所について確認しておいていただくとともに、早めに避難行動が

とれる準備をしておきましょう。 

 

 

 


